
周南市スマートシティ推進協議会
第15回

資料１ 今年度の市の取組について

資料２ 次年度の市の取組について

資料３ 周南スマートシティデザインラボについて

２０２6.3.23



資料１

今年度の市の取組について
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令和7年度デジタル関連の市の取組(１／2)
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令和7年度デジタル関連の市の取組(2／2)



＜参考資料＞市公式LINEの拡充
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拡充以前は、イベント情報や広報紙発行などのお知らせを
周南市公式LINEアカウントから配信。
令和8年2月3日から、このアカウントに新たな機能を追加し、
さらに便利に活用できるようにリニューアルを実施。

○主なリニューアルの内容
①３つのタブでメニューを構成し、知りたい情報へすぐにアクセス
することを可能とした。
②これまでの配信内容に加え、防災・子育て・クマの出没情報な
ど、さまざまな情報を配信。受け取りたい情報を設定することを
可能とした。



資料2

次年度の市の取組について

6



令和８年度デジタル関連の市の取組(１／2)

7



8

令和８年度デジタル関連の市の取組(2／2)



資料3

周南スマートシティデザインラボについて
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住民 企業 団体 学生行政
徳山
高専

課題設定 解決策

解決

参画する

周公大

興味
がある

住民、企業、学生、行政等の課題解決に向けた活動

支援する

技術
がある

賛同する

アイデア
がある

解決策の検討 具体化（プロトタイプ） フィードバック 解決策のブラッシュアップ

活 動
and more ...

困りごと

ニーズ

活 動 活 動 活 動

想定される変化
小さくて細かい課題から分野をまたぐ複雑な課題までアプローチ可能になる
課題により適した解決策が得られやすくなる
活動を通して、新しいコミュニティやネットワークが構築される
成功体験を積むことにより、行動変容が起き、自ら考え行動する人が増える
まちづくりに参画することで、まちへの愛着等の醸成につながる

これまでのアプローチ
小さくて細かい課題が置き去り
個別最適にとどまり不十分な解決

になる

この仕組みが目指す姿は、継続的な課題解決に取り組むためのプラットフォーム
課題を持つ人、アイデアを持つ人、技術を持つ人、動ける人、お金を出せる人などの多様な主体が
オープンな場に集まり、利用者目線で全体を俯瞰しながら課題解決を図るプラットフォーム

周南スマートシティデザインラボが目指す姿
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再掲
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集中的に伴走支援・サポートを受けられる体制を構築して、１年間で課題解決までの一連のサイクルを
まわして、令和８年度以降に社会実装が狙える解像度まで解決策をブラッシュアップする。

行政住民 企業 団体 学生
など...

教員

社会実装
（R8以降）

周南スマートシティデザインラボ

情報共有ツール

課題
（テーマ）

解決策

○情報共有ツールの
提供

重点的な伴走支援・サポート

より具体的な解決策まで練り上げることで、実効性を高める

■活動状況の共有 ■意見交換 ■活動への支援・参加

効
果
を
実
感

○テーマの選定

解決
課題の共有

・
本質的課題

の探求

問題提起
・

アイデア
出し

解決策の
ﾌﾟﾛﾄﾀｲﾋﾟﾝｸﾞ

・
中間発表

解決策の
ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ

最終発表

徳山
高専

周南市

三者（市・大学・高専）が
協力・連携して運営

○活動支援のための
ツールの提供

○サポート

活動への積極的な参画

（市）行政職員
（大学）教員・学生
（高専）教員・学生

○プロトタイピング支援

○プロトタイピング支援

周公大 ○サポート

○プログラムの企画・運営、専
門家による伴走支援・サポート

周南スマートシティデザインラボの実装（令和7年度）

業務委託

※検討中
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周南スマートシティデザインラボ 実施状況
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■開 催 日 令和8年2月18日（水）
■開催場所 周南市役所多目的室
■実施内容 最終発表

アイデアの振り返り

周南スマートシティデザインラボ
Instagram

最終発表会（第5回プログラム）



各テーマの概要と解決策について
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旧市長公舎の有効活用に向けた解決策

➢

➢
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ウォーカブルで憩える徳山駅周辺に向けた解決策
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■親子から安心感を波及させる
子どもを安心して遊ばせることができる公園であれば、それ以外の人も

安心して使うことができる。月に一度の「遊び場」を継続し、清掃活動や

点検を通じて、安心できる公園を提供する

■誰もが関われる施設
管理者と利用者の二分構造ではなく、親子に向けた「遊び場」の提供を通じて

地域住民や学生、街のプレイヤーを巻き込み、誰かが負担する公園づくりではなく

みんなで公園を楽しく活用していく。

■公園を居場所にする
上記の活動を継続し、安心できる公園として認知を広げ、

活動の中での関わりから、公園に居場所をつくる

公園の利活用促進に向けた解決策
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周南スマートシティデザインラボで検証すること
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周南スマートシティデザインラボ

解決策

地域
課題

コミュニティ、
個人等

課題の種類

行政
課題

多様な主体による検討

地域
課題

事業担当課
の

決定

行政
課題

事業化

・プロポーザル
・入札
・見積り合わせ等
・予算のないもの

事業化
検討

社会実装

課題の
聞き取り

・振り分け

解決

フィード
バック

チーム
編成

課題の
深堀・

解決策の
検討

プロト
タイピング

最終
発表

フィード
バック

テーマ
設定

令和８年度の周南スマートシティデザインラボ
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令和８年度の周南スマートシティデザインラボで
取り組む予定の課題


